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ち
な
み
に
、
等
伯
は
二
十
八
歳
の
時
に
、
仏
画
に
お
い

て
す
で
に
こ
の
技
法
を
試
み
て
い
ま
す
。
そ
し
て
に
亡
く

な
っ
た
久
蔵
へ
の
思
い
も
込
め
、
名
作
「
松
林
図
屏
風
」

を
描
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

才
能
を
桜
花
の
ご
と
く
開
花
さ
せ
た
久
蔵
…
本
物
の
桜

は
散
り
ゆ
く
運
命
で
す
が
、「
桜
図
」
の
桜
は
今
も
な
お
咲

き
誇
り
、
こ
れ
か
ら
も
人
々
を
魅
了
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。

本
邦
初
公
開
と
な
る
作
品
で
す
。
等
伯
筆
の
重
文
「
弁

慶
・
昌
俊
図
絵
馬
」（
京
都
市
・
北
野
天
満
宮
蔵
）
や
久

蔵
筆
の
重
文
「
朝
比
奈
草
摺
引
図
絵
馬
」（
京
都
市
・
清

水
寺
蔵
）
な
ど
、
著
名
な
絵
馬
を
模
写
し
た
部
分
が
描
か

れ
て
お
り
、
研
究
者
た
ち
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

輪
郭
を
独
特
の
野
太
い
墨
線
で
描
く
描
法
か
ら
、
長
谷

川
派
で
も
絵
馬
を
よ
く
し
た
画
家
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

平
成
十
七
年
に
出
光
美
術
館
の
「
新
発
見

長
谷
川
等

伯
の
美
」
展
で
初
展
示
さ
れ
た
屏
風
で
す
。
無
落
款
な
が

ら
、
描
か
れ
た
樹
木
や
様
々
な
草
花
の
表
現
は
、
久
蔵
の

「
桜
図
」
や
等
伯
の
「
楓
図
」（
何
れ
も
智
積
院
蔵
）
と
近

似
し
、
存
在
感
の
あ
る
作
品
で
す
。

◆
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
長
谷
川
等
伯

六
曲
一
双

桃
山
時
代

東
京
都
・
個
人
蔵

◆
「
武
者
図
屏
風
」
長
谷
川
派

六
曲
一
双

江
戸
時
代

京
都
市
・
個
人
蔵

長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇
）
は
能
登
国
七

尾
出
身
で
、
桃
山
時
代
に
京
都
で
活
躍
し
た
画
家
で
す
。

出
身
地
に
あ
る
当
館
で
は
調
査
・
研
究
は
も
と
よ
り
、

平
成
八
年
度
よ
り
毎
年
「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
展
」
を

開
催
し
、
平
成
十
一
年
の
開
館
五
周
年
・
七
尾
港
開
港
百

周
年
・
七
尾
市
制
施
行
六
十
周
年
に
は
国
宝
「
楓
図
」

（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
を
、
平
成
十
七
年
の
開
館
十
周

年
・
当
シ
リ
ー
ズ
十
回
記
念
に
は
、
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
展
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
広
く
「
長
谷
川
派
」
と
呼

ば
れ
る
弟
子
た
ち
の
作
品
も
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
等
伯
の
息
子
た
ち
も
長
谷
川
派
の
画
家
と
し
て

等
伯
に
学
び
、
制
作
し
て
い
ま
す
。
そ
の
弟
子
た
ち
の
中

で
も
一
際
光
る
存
在
が
、
長
男
の
久
蔵
で
す
（
※
本
来
久

蔵
は
次
男
の
可
能
性
が
高
い
が
、
兄
が
幼
少
時
に
亡
く
な

っ
た
の
か
、
一
般
的
に
は
久
蔵
が
長
男
と
さ
れ
て
い
る
）。

久
蔵
は
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
能
登
国
七
尾
に
生

ま
れ
、
幼
少
の
頃
等
伯
と
共
に
上
洛
し
、「
清
雅

父
（
等

伯
）
に
ま
さ
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
人
物
で
す
。
し
か

し
、
等
伯
の
後
継
者
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
も
、

秀
吉
の
長
男
・
棄
丸
（
鶴
松
）
の
菩
提
寺
で
あ
る
祥
雲
禅

寺
室
内
の
障
壁
画
群
を
、
長
谷
川
一
派
の
総
力
を
結
集
し

て
制
作
に
あ
た
っ
た
そ
の
完
成
間
近
、
文
禄
二
年
（
一
五

九
三
）
に
二
十
六
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
確
実
と
さ
れ
る
現
存
作
品
は
三
点
の
み
で
す
。

2

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

平
成
20
年
４
月
５
日
（
土
）
〜

６
月
29
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

長
男
久
蔵
・
生
誕
四
四
〇
年
記
念

「
長
谷
川
等
伯
展

〜
久
蔵
の
国
宝
【
桜
図
】
特
別
公
開
〜
」

４
月
５
日
（
土
）
〜
５
月
６
日
（
火
・
振
休)

﹇
会
期
中
無
休
﹈

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
････
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

そ
の
中
で
代
表
中
の
代
表
と
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一

九
七
〇
）
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
の
記
念
切
手

に
採
用
さ
れ
た
の
が
、
国
宝
「
桜
図
」（
京
都
市
・
智
積

院
蔵
）
で
す
（
表
紙
掲
載
、
出
品
四
面
内
三
面
）。

久
蔵
は
、
こ
の
「
桜
図
」
を
描
い
て
す
ぐ
後
に
亡
く
な

っ
た
た
め
、
桜
の
花
の
儚
さ
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
人
も

多
い
と
い
い
ま
す
。
こ
の
春
、
七
尾
美
術
館
に
は
久
蔵
と

等
伯
、
そ
れ
に
宗
宅
、
宗
也
、
左
近
と
い
っ
た
息
子
た
ち

の
作
品
等
十
一
点
が
集
い
ま
す
。
点
数
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
七
点
が
七
尾
初
公
開
と
な
り
ま
す
。

美
術
館
す
ぐ
横
の
小
丸
山
公
園
は
、
四
月
中
旬
頃
桜
満

開
と
な
り
ま
す
。
会
期
も
桜
の
時
期
に
あ
わ
せ
、
約
一
ヶ

月
早
め
ま
し
た
。
是
非
こ
の
時
期
に
室
内
外
の
「
桜
」
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
桜
図
」
は
、
豊
臣
秀
吉
が
長
男
・
鶴
松
の
菩
提
を

弔
う
た
め
に
建
て
た
祥
雲
禅
寺
の
障
壁
画
の
一
部
で
す
。

祥
雲
禅
寺
は
「
京
都
第
一
の
寺
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、

秀
吉
が
財
を
投
じ
た
大
寺
院
で
し
た
。
後
に
智
積
院
所

蔵
と
な
り
、
二
回
の
火
災
と
盗
難
に
見
舞
わ
れ
ま
す
が
、

中
心
と
な
る
等
伯
筆
の
「
楓
図
」
や
久
蔵
筆
の
「
桜
図
」

な
ど
四
十
四
面
が
難
を
逃
れ
、
現
在
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
久
蔵
筆
と
さ
れ
る
「
桜
図
」
に
は
、
盛
り
上
げ

胡
粉
（
蠣
貝
の
殻
を
焼
い
て
粉
に
し
た
も
の
を
使
用
）

と
い
う
非
常
に
工
芸
的
な
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
ま
す
。

暗
い
室
内
で
見
る
と
、
そ
の
部
分
が
浮
き
上
が
っ
て
見

え
、
ま
る
で
夜
桜
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
背
景
の
金

箔
地
と
胡
粉
を
盛
り
上
げ
た
桜
花
は
、
絶
妙
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
、
観
る
も
の
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

◆
「
桜
図
」
長
谷
川
久
蔵

壁
貼
付
四
面

桃
山
時
代

京
都
市
・
智
積
院
蔵



ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
）

で
は
「
長
谷
川
等
伯
展
〜
久
蔵
の
国
宝
【
桜
図
】
特
別
公

開
〜
」
開
催
を
記
念
し
、
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。

本
展
図
録
、「
桜
図
」
の
絵
葉
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
桜
図
」
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆
箋
＆
封
筒
セ
ッ
ト
、

額
絵
な
ど
が
新
発
売
に
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
は
な
い
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
な
の
で
、
お
土

産
に
も
ぴ
っ
た
り
！

さ
ら
に
、
会
期
中
限
定
で
素
敵
な
「
桜
」
グ
ッ
ズ
（
和

ろ
う
そ
く
、
匂
い
袋
な
ど
）
も
販
売
し
ま
す
。
数
量
限
定

の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ
♪
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等
伯
三
男
の
宗
也
（
新
之
丞
）
は
等
伯
庶
子
と
す
る
記

録
も
あ
り
、
宗
也
系
の
画
系
は
京
都
に
お
い
て
絵
屋
的
な

部
分
を
引
き
継
ぎ
、
後
に
仏
画
を
中
心
に
描
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
図
は
、
大
黒
と

布
袋
が
廻
し
姿
で
相

撲
を
と
る
様
子
が
と

て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

作
品
で
す
。
画
面
左

端
に
「
明
暦
三
酉
丁

歳
仲
春
下
浣

長
谷

川
新
之
丞
筆
」
と
あ

り
、
没
す
る
十
年
前

の
六
十
八
歳
筆
と
わ

か
り
ま
す
。

◆
「
大
黒
布
袋
角
力
図
絵
馬
」
長
谷
川
宗
也

一
面

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

京
都
市
・
八
坂
神
社
蔵

香りグッズ

〈
共
通
観
覧
料
〉

大
高
生

一

般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
同
時
開
催
の
「【
桜
図
】
特
別
公
開
記
念
〜
桜
と

梅
を
楽
し
む
〜
」
と
共
通
料
金
で
す
。

★
出
品
作
品
（'

＝
国
宝
、
□
＝
県
文
）

一

「
武
者
図
屏
風
」
長
谷
川
派

六
曲
一
双

紙
本
墨
画
淡
彩

江
戸
時
代

京
都
市
・
個
人

二

「
松
・
杉
・
槇
図
屏
風
」
長
谷
川
等
誉

六
曲
一
双

紙
本
金
地
著
色

桃
山
時
代

羽
咋
市
・
妙
成
寺

三

「
三
十
六
歌
仙
扁
額
」
長
谷
川
左
近

六
面
（
展
示
替
有
）

板
地
著
色

江
戸
時
代

個
人

四

「
大
黒
布
袋
角
力
図
絵
馬

」
長
谷
川
宗
也
一
面

板
地
著
色

江
戸
時
代

京
都
市
・
八
坂
神
社

五

「
柳
橋
水
車
図
屏
風
」
長
谷
川
宗
宅

六
曲
一
隻

紙
本
金
地
著
色

桃
山
時
代

群
馬
県
立
近
代
美
術
館

六

「
大
原
御
幸
図
屏
風
」
長
谷
川
久
蔵

六
曲
一
隻

紙
本
金
地
著
色

桃
山
時
代

東
京
国
立
博
物
館

七'

「
桜

図
」
長
谷
川
久
蔵

壁
貼
付
四
面

紙
本
金
地
著
色

桃
山
時
代

京
都
市
・
智
積
院

八
□
「
善
女
龍
王
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯
）
一
幅

絹
本
著
色

室
町
末
期

石
川
県
七
尾
美
術
館

九
□
「
愛
宕
権
現
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

絹
本
著
色

室
町
末
〜
桃
山
初
期
石
川
県
七
尾
美
術
館

十
□
「
陳
希
夷
睡
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯
）
一
幅

紙
本
墨
画

桃
山
時
代

石
川
県
七
尾
美
術
館

十
一

「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
長
谷
川
等
伯

六
曲
一
双

紙
本
著
色

桃
山
時
代

東
京
都
・
個
人

◆
記
念
講
演
会

日
時

四
月
十
三
日
（
日
）

午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

講
師

水
尾

比
呂
志
氏

（
美
術
史
家
・
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）

演
題
「
智
積
院
の
障
壁
画
―
特
に
久
蔵
の
桜
図
に
つ
い
て
」

（
ご
聴
講
の
方
に
は
、
等
伯
関
連
ハ
ガ
キ
を
一
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

★
会
期
中
、
毎
年
恒
例
の
小
中
学
生
対
象
「
等
伯
な
ん
で

も
ク
イ
ズ
」
を
開
催
、
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

等
伯
関
連
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

新発売

クリアファイル＆一筆箋
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同
時
開
催

「【
桜
図
】特
別
公
開
記
念
〜
桜
と
梅
を
楽
し
む
〜
」

国
宝
「
桜
図
」
特
別
公
開
を
記
念
し
て
、
石
川
県
立
美

術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
、
当
館
所
蔵
と
個
人
所
蔵
作
品

を
加
え
、
桜
や
梅
が
描
か
れ
た
作
品
二
十
五
点
を
紹
介
し

ま
す
。

万
葉
の
時
代
か
ら
日
本
人
が
好
み
、
詠
い
、
描
か
れ
て

き
た
「
桜
」
と
「
梅
」。
そ
れ
自
体
が
華
や
か
で
魅
力
的

で
あ
り
、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
中
心
モ
チ
ー
フ
の
背
景
に
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
全
体
を
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
さ

せ
た
り
、
春
を
感
じ
さ
せ
た
り
も
す
る
の
で
す
。

そ
ん
な
桜
と
梅
が
描
か
れ
た
日
本
画
・
洋
画
・
浮
世

絵
・
陶
磁
器
・
漆
工
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

現
在
当
館
に
は
約
五
五
〇
点
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
展
で
は
そ
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

な
ど
よ
り
、
様
々
な
茶
道
美
術
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
茶
の
湯
」
は
桃
山
時
代
に
千
利
休
が
そ
の
形
を
整
え

て
以
来
、
四
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
で
も
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
日
本
の
代
表
的
な
伝
統
文

化
の
一
つ
で
す
。

利
休
以
後
、「
茶
の
湯
」
の
長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の

流
派
が
誕
生
し
、
そ
し
て
更
に
各
流
派
の
宗
匠
を
は
じ
め

と
し
た
茶
人
た
ち
の
好
み
や
、
時
代
の
影
響
な
ど
に
よ
り

膨
大
な
種
類
の
茶
道
具
が
制
作
さ
れ
て
各
々
に
受
け
継
が

れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
道
具
の
一
点
一
点
に
は
、
作
品
本
体
の
み
な
ら
ず

銘
や
収
納
箱
な
ど
も
含
め
て
、
制
作
者
や
代
々
の
所
有
者

の
独
特
の
創
意
工
夫
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
思
い

巡
ら
せ
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
す
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

色
々
な
思
い
が
凝
縮
さ
れ
た
茶
道
具
の
奥
深
さ
に
ふ
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
春
の
名
品
展
」

５
月
10
日
（
土
）
〜
６
月
１
日
（
日
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
展展展展
示示示示
室室室室

※
右
画
像
作
品
は
全
て
石
川
県
立
美
術
館
蔵
で
す
。

※
「
長
谷
川
等
伯
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

「雪月花之内 梅園之月」橋本周延

「流水桜文蒔絵神代欅棗」
松田権六

県文「青手桜花散文平鉢 古九谷」

「竹茶杓 銘鶯」吸江斎宗左

「 口撫肩釜」江戸時代

同
時
開
催

「
ポ
ス
タ
ー
で
た
ど
る

モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ポ
ス
タ
ー
展
」

七
尾
市
の
姉
妹

都
市
ア
メ
リ
カ
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
モ
ン
ト
レ
ー

市
は
世
界
三
大
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
一
つ
で
あ

る
「
モ
ン
ト
レ

ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
M
J
F
）
の
開

催
地
と
し
て
有
名

で
す
。

そ
の
モ
ン
ト
レ
ー
市
か
ら
、
平
成
八
年
に
七
尾
市
・
和

倉
温
泉
観
光
協
会
・
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
に
対
し
ご

寄
贈
い
た
だ
い
た
M
J
F
ポ
ス
タ
ー
五
十
枚
を
紹
介
し
ま

す
。こ

の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家E

A
R
L

N
E
W
M
A
N

氏
が
一
九
六
三
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
間

に
、
著
名
な
ジ
ャ
ズ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
す
る
姿
や
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法

で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
に
も
ジ
ャ
ズ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
、
躍
動
感
溢
れ
る
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
、
本
場
M
J
F

の
歴
史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

〈
共
通
観
覧
料
〉

大
高
生

一

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
同
時
開
催
の
「
春
の
名
品
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

1965年「Trumpet」1972年「Monterey
Chair, Horn」



４
月
４
日
（
金
）

定
期
総
会

開
会

午
後
１
時
00
分

前
年
度
の
報
告
と
今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

等
伯
顕
彰
セ
レ
モ
ニ
ー

開
式

午
後
１
時
30
分

箏
、
尺
八
の
演
奏
・
献
茶
・
献
歌
献
句
・
コ
ー
ラ
ス
等
。

入
場
料

無
料

主
催
・
連
絡
先

等
伯
会
（
石
川
県
七
尾
美
術
館
内
）

1
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

４
月
６
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時
00
分

ピ
ア
ノ
・
大
正
琴
・
三
味
線
に
よ
る
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
幅
広
い
年
代
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し

て
演
奏
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

入
場
料

無
料

主

催

ひ
び
き
会
・
琴
絵
会
・
洋
三
会

連
絡
先

川
崎
幸
子

1
０
７
６
７
（
52
）
４
６
５
７

６
月
22
日
（
日
）

開
演

午
後
３
時
00
分

加
賀
能
登
ゆ
か
り
の
狂
言
師
・
三
宅
藤
九
郎
。
二
十
世

宗
家
和
泉
元
彌
は
じ
め
和
泉
流
宗
家
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る

公
演
。
五
才
の
ち
び
っ
子
狂
言
師
に
よ
る
「
伊
呂
波
」
ほ

か
楽
し
い
演
目
と
ト
ー
ク
。
温
習
会
と
の
二
部
構
成
で
狂

言
が
身
近
に
！

入
場
料

４，

０
０
０
円

主

催

和
泉
流
宗
家
・
十
世
三
宅
藤
九
郎

連
絡
先

1
０
９
０
‐
３
４
３
２
‐
２
６
５
１

毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
「
現
代
美
術
展
」
は
、
日
本

画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六
部
門
で
行
わ

れ
る
、
県
下
最
大
規
模
を
誇
る
公
募
展
で
す
。
県
内
在
住

の
文
化
功
労
者
や
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
筆
頭

と
す
る
出
品
委
嘱
作
家
の
作
品
に
加
え
て
、
入
選
率
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
入
選

作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
そ
の
総
点
数
は
千
点
に
も
お

よ
び
ま
す
。

第
１
回
展
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
年
十
月
に

「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
継
続

さ
れ
今
回
で
六
十
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

七
尾
展
は
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
第
２
回
展
が
開
催
さ

れ
た
後
は
、
平
成
七
年
四
月
の
当
美
術
館
開
館
を
機
に
、

毎
年
「
現
代
美
術
展
」
の
地
方
展
と
い
う
形
で
開
催
さ
れ
、

今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
「
第
64
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の
中
か
ら
、

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地

区
在
住
お
よ
び
出
身
委

嘱
作
家
作
品
、
委
嘱

賞
・
最
高
賞
・
次
賞
受

賞
作
品
、
能
登
地
区

（
宝
達
志
水
町
以
北
）
在

住
者
の
作
品
を
選
抜
し
、

約
二
百
点
を
展
示
予
定

で
す
。

所
属
会
派
を
超
え
て

出
品
さ
れ
る
作
品
を
一

堂
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
の
石
川
県

5

に
お
け
る
美
術
の
流
れ
を
展
観
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え

る
展
覧
会
で
す
。

主
催
（
予
定
）

七
尾
市
、
財
団
法
人
七
尾
美
術
館
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
、

北
國
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
北
陸
放
送
、
財
団
法
人
芸
術
文
化
協
会
、

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
援
（
予
定
）

能
登
地
区
各
教
育
委
員
会

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

第
29
回
等
伯
会
定
期
総
会
＆
等
伯
ま
つ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

和
泉
流
宗
家
に
よ
る
能
登
狂
言
の
会

〜
三
宅
藤
九
郎
お
国
帰
り
〜

◆
◆
定
期
ビ
デ
オ
上
映
会
年
間
予
定
◆
◆

毎
回
午
前
11
時
〜
（
上
映
時
間
約
30
分
）

一
年
を
通
し
て
、「
シ
リ
ー
ズ

北
陸
の
工
芸
作
家

石
川
の
匠
た
ち
」
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

石
川
県
内
の
人
間
国
宝
と
文
化
勲
章
受
章
者
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、
作
者
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
、
そ

の
人
と
技
・
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
シ
リ
ー
ズ

北
陸
の
工
芸
作
家

石
川
の
匠
た
ち
」

４
／
12(

土)

極
光

人
間
国
宝

寺
井

直
次

５
／
17(

土)

響

人
間
国
宝

魚
住

為
楽

６
／
14(

土)

和
光

人
間
国
宝

大
場

松
魚

７
／
12(

土)

即
是
色

人
間
国
宝

三
代

徳
田
八
十
吉

８
／
９(

土)

木
魂

人
間
国
宝

川
北

良
造

９
／
27(

土)

漆
が
呼
ぶ
里

人
間
国
宝

塩
多
慶
四
郎

12
／
20(

土)

釉
下
燦
々

人
間
国
宝

b
田

美
統

２
／
28(

土)

炎
と
土
と
色

文
化
勲
章
受
章
者

浅
蔵
五
十
吉

※
都
合
に
よ
り
、
上
映
作
品
を
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

昨年の展覧会の様子

「
第
64
回
現
代
美
術
展

七
尾
展
」

６
月
６
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
････
第第第第
二二二二
････
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

５
０
０
円

４
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。
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20084月 ●美術館だより(53号)春号発行
○4月4日(金)「長谷川等伯展 ～久蔵の国宝【桜図】特別公開～」
開会式へ友の会会員をご招待！
式典終了後には展覧会の鑑賞(無料)もできます。
◆会期初めに友の会会員対象の列品解説を開催。（※）

7月 ●美術館だより(54号)夏号発行

8月 ◆「オランダの版画とモダンデザイン展」にて友の会会員対象の列品解説を開催。（※）

9月 ◆「能登畠山氏と能登の美術」展にて友の会会員対象の列品解説を開催。（※）

10月 ●美術館だより(55号)秋号発行
◎「第9回友の会鑑賞の旅」10月5日(日)に開催予定。
石川県立美術館リニューアルオープン記念展「法隆寺の名宝と聖徳太子の文化財展」へ。
嶋崎丞館長による特別解説で鑑賞します。

11月 ○11月9日(金)「2008イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式へ友の会会員をご招待！
式典終了後には展覧会の鑑賞(無料)もできます。

20091月 ●美術館だより(56号)冬号発行。 注：（※）印の催しは会員本人と同伴者2名まで参加できます。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
当
館
友
の
会
会
員
証
の
提
示
で
入

館
料
が
割
引
と
な
る
施
設
が
増
え
ま
し
た
。

〈
金
沢
市
〉
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

〈
七
尾
市
〉
能
登
国
分
寺
展
示
館
、
明
治
の
館(

室
木
家)

七
尾
城
史
資
料
館
・
懐
古
館
、
蝦
夷
穴
歴
史
セ
ン
タ
ー

中
島
お
祭
り
資
料
館
・
お
祭
り
伝
承
館

※
休
館
日
等
は
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

石
川
県
立
美
術
館

1
０
７
６
（
２
３
１
）
７
５
８
０

※
館
内
改
修
に
つ
き
休
館
中
の
た
め
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
を
会
場

に

・

展
を
開
催
し
ま
す
。

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

1
０
７
６
（
２
６
２
）
３
２
３
６

「
弥
生
ム
ラ
の
風
景
」

会

期
◆
４
／
26
（
土
）
〜
６
／
１
（
日
）

観
覧
料
◆
一
般
６
５
０
円→

５
２
０
円

【
右
記
観
覧
料
で
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
】

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
プ
レ
企
画
石
川
県
立
美
術
館
優
品
選
」

会

期
◆
６
／
14
（
土
）
〜
７
／
６
（
日
）

観
覧
料
◆
一
般
２
５
０
円→

２
０
０
円

【
右
記
観
覧
料
で
常
設
展
も
観
覧
で
き
ま
す
】

「
九
谷
の
流
れ
Ⅰ
〜
古
九
谷
・
再
興
九
谷
〜
」

会

期
◆
４
／
19
（
土
）
〜
５
／
18
（
日
）

「
九
谷
の
流
れ
Ⅱ
〜
古
九
谷
か
ら
現
代
の
名
工
〜
」

会

期
◆
６
／
14
（
土
）
〜
７
／
13
（
日
）

※
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
は
歴
史
博
物
館
の
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
1
０
７
６
（
２
２
１
）
０
７
５
１

-

金
沢
21
世
紀
美
術
館
「
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
協
賛-

「
鑑
賞
陶
磁
器
」

会

期
◆
開
催
中
〜
５
／
28
（
水
）

観
覧
料
◆
一
般
３
０
０
円→

２
５
０
円

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
1
０
７
６
７
（
８
４
）
１
１
７
５

「
藤
田
喬
平

雅
の
夢
と
ヴ
ェ
ニ
ス
の
華
」

会

期
◆
開
催
中
〜
５
／
11
（
日
）

観
覧
料
◆
一
般
８
０
０
円→

７
０
０
円

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

1
０
７
６
８
（
２
２
）
９
７
８
８

「
生
新
の
時
・
若
者
た
ち
の
漆
芸
作
品
展
」

会

期
◆
４
／
25
（
金
）
〜
６
／
15
（
日
）

観
覧
料
◆
一
般
６
０
０
円→

５
５
０
円

珠
洲
市
立
珠
洲
焼
資
料
館

1
０
７
６
８
（
８
２
）
６
２
０
０

観
覧
料
◆
一
般
３
１
０
円→

２
１
０
円

常
設
展

テ
ー
マ
展

特
別
展

春
季
展

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

企
画
展

特
別
展

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

企
画
展

新規提携館

相
互
割
引
館
の
展
覧
会
情
報
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①
日
本
画

「
不
動
明
王
八
大
童
子
像
」
長
谷
川
等
鶴

江
戸
時
代
後
期
（
18
〜
19
世
紀
）
制
作

※
ロ
ン
ド
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
株
式
会
社
よ
り
寄
附

②
洋

画

「
葬

曲
」

中
村
静
勇

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
制
作

第
13
回
毎
日
現
代
日
本
美
術
展
出
品

③
洋

画

「
幻
影
の
譜
」

中
村
静
勇

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
制
作

第
53
回
第
一
美
術
展
出
品

④
洋

画

「
春
愁
の
譜
」

中
村
静
勇

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
制
作

第
56
回
第
一
美
術
展
出
品

⑤
洋

画

「
M
e
l
a
n
c
h
o
l
y
（
Ⅱ
）
」
中
村
静
勇

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
制
作

第
59
回
第
一
美
術
展
出
品

⑥
洋

画

「
麗

色
」

中
村
静
勇

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
制
作

第
65
回
第
一
美
術
展
出
品

⑦
洋

画

「
M
y

B
i
r
t
h
d
a
y
」
中
村
静
勇

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
制
作

第
74
回
第
一
美
術
展
出
品

⑧
洋

画

「
木
槿
一
輪
（
Ⅰ
）」

中
村
静
勇

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
制
作

第
77
回
第
一
美
術
展
出
品

※
②
〜
⑧
中
村
静
勇
氏
よ
り
寄
附

⑨
書

「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
三

教
行
心
証
信
ノ
巻
部
分
」

三
藤
観
映

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
制
作

第
37
回
日
展
出
品

※
三
藤
観
映
氏
よ
り
寄
附

⑩
写

真

「
冬
の
道
」

斉
田
正
一

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
制
作

第
10
回
総
合
写
真
展

最
高
賞
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

※
斉
田
正
一
氏
よ
り
寄
附

⑪
写

真

「
ミ
ヤ
マ
の
楽
園
」

松
本
常
義

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
制
作

第
59
回
現
代
美
術
展
出
品

※
松
本
常
義
氏
よ
り
寄
附

平
成
十
九
年
度
に
新
し
く
当
美
術
館

所
蔵
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度

新
収
蔵
品
紹
介

⑪

⑤

①

⑩

⑨



石川県七尾美術館だより 第53号（春号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/（アドレスが変更になりました）

◎次号・第54号（夏号）は７月１日発行予定です。

割引、プレゼントなど特典いろいろY
ぜひ当館でもご利用ください。

飛行機……能登空港から能登有料道路利用約45分
車…………金沢から能登有料道路利用約１時間15分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅より約20分
市内循環バス…JR七尾駅前５番乗り場から西回りに乗車約６分（まりん号）

（４月～６月）

◆４月 1～4

◆５月 7～9,12,19,26

◆６月 2～5,9,16,23,30

◆第１・２展示室

◆第１・２展示室

「池田コレクション名品展」

七尾市出身で市名誉市民の実業家・池田文夫氏（1907～87）が蒐集した美術
品は「池田コレクション」として、当館開館以後所蔵品の中心となっています。
本展では「池田コレクション」より様々な作品を幅広く紹介予定です。

7月4日（金）～27日（日）

日蘭修好通商条約150周年

「オランダの版画とモダンデザイン展」
～レンブラントからリートフェルト、エッシャー、ブルーナまで～

本展では日蘭修好通商条約150周年、日本オランダ年を記念して、オランダ
絵画の黄金期をレンブラントなど17世紀の巨匠たちが制作した版画作品によっ
てたどり、モンドリアン、リートフェルト、エッシャー、ブルーナたちの作品
によって、版画をはじめ、グラフィック、インテリア、建築など各分野の20世
紀初頭から現代までのオランダの美術を紹介します。また自由参加のワークシ
ョップコーナーもあります。

８月２日（土）～９月15日（月・祝） 会期中無休

「金魚図」 大橋翠石

「レッド＆ブルーチェアー」
ヘリット・トーマス・リートフェルト

◆第１・２展示室

能登畠山家創立600年記念事業「能登畠山氏と能登の美術」

能登畠山氏は室町時代中期より戦国時代末期にかけて能登国を統治した大名です。同氏は第７代当主義総の頃に
全盛期をむかえ、領内では文芸活動などが盛んに行われて「畠山文化」が開花、桃山時代に活躍した画家・長谷川
等伯を生み出す土壌ともなりました。
今年は能登畠山家が創立されてちょうど600年にあたり、本展ではその記念事業の一環として、地元に伝わるゆ

かりの品々や当館所蔵品・寄託品などを中心に、「能登畠山氏の歴史・文化」、「能登の美術」の２テーマで能登畠
山氏に関する作品・史料や、長谷川等伯などをはじめとした能登ゆかりの作家・作品などを紹介予定です。

９月20日（土）～10月26日（日）


